
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【ポイント】 
・緑藻の体内時計のリセットに関わる光情報伝達因子を発見 

・緑藻において赤と紫の光情報の伝達に関わる因子の発見は世界初 

・新しい光センサーの発見につながる可能性 

・体内時計の調節を介したバイオ燃料の増産につながる可能性 

 

【研究背景と内容】 
緑藻は、池や水田など身近な水場に生息する生物です。また、最近では一部の緑藻がバイ

オ燃料※１の供給源として期待されています。緑藻は私たちと同じように体内時計を持ってお

り、規則正しいリズムで日々の生命活動を営んでいます。体内時計の研究を進めてきました。まず最初に、緑藻の体内時計の中

核をなす「時計遺伝子」を網羅的に決定しました（Genes Dev., 22:918-30, 2008 年）。さら

に、時計遺伝子が作るタンパク質の一つである ROC15 が、細胞が光を浴びた直後に急速に

緑藻の体内時計：赤や紫の光情報を体内時計に伝える因子を発見






